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揖
斐
川
町
消
防
出
初
式

～
防
火
防
災
の
意
識
を
高
め
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
～

　

１
月
11
日（
日
）、
平
成
27
年
揖
斐
川
町

消
防
出
初
式
が
揖
斐
川
健
康
広
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
４
５
０
人
が
集
ま
っ
た
出
初

式
で
は
分
列
行
進
や
機
械
器
具
点
検
、
北

方
分
団
に
よ
る
階
梯
操
法
、
小
島
分
団
に

よ
る
腕
用
ポ
ン
プ
操
法
が
行
わ
れ
、
防
火

防
災
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
式
典
が
あ

り
団
長
の
訓
示
の
ほ
か
、
功
労
者
の
表
彰

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

▲階梯操法の様子

◆
岐
阜
県
知
事
表
彰

◇
永
年
勤
続
功
労
章

　

副
分
団
長　

窪
田　

幸
泰
（
小
島
）

　

団　
　

員　

駒
月　

雅
樹
（
美
束
）

　

団　
　

員　

金
崎　

浩
司
（
美
束
）

　

団　
　

員　

伊
藤　

敬
二
（
美
束
）

　

団　
　

員　

大
西　

臣
人
（
久
瀬
南
部
）

◇
勤
続
功
労
章

　

分
団
長　

横
山　

陽
一
（
徳
積
）

　

分
団
長　

高
橋　

藤
樹
（
小
津
）

　

副
分
団
長　

松
葉　

篤
規
（
名
礼
）

　

副
分
団
長　

前
川　

一
明
（
坂
内
東
部
）

　

部　
　

長　

林　
　

重
美
（
大
和
）

◇
功
労
章

　

分
団
長　

河
瀬　

幸
弘
（
北
方
）

　

分
団
長　

坪
井　

保
憲
（
脛
永
）

　

分
団
長　

長
谷
川
紀
男
（
坂
下
）

　

副
分
団
長　

林　
　

孝
則
（
揖
斐
）

　

副
分
団
長　

岩
間　

利
治
（
北
方
）

　

副
分
団
長　

所　
　

信
也
（
坂
上
）

　

副
分
団
長　

瀧
日　

克
剛
（
久
瀬
南
部
）

　

部　
　

長　

小
寺　
　

靖
（
大
和
）

　

団　
　

員　

古
野　

清
明
（
本
部
）

◇
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞�����������������

９
名

◇
感
謝
状

　

揖
斐
川
町
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

◆
町
長
表
彰

◇
町
長
特
別
功
労
章

　

分
団
長　

長
谷
川
紀
男
（
坂
下
）

　

部　
　

長　

小
寺　
　

靖
（
大
和
）

　

部　
　

長　

今
村　

浩
樹
（
大
和
）

　

部　
　

長　

岡
部　

靖
弘
（
坂
下
）

　

部　
　

長　

小
寺　

和
幸
（
中
央
）

　

班　
　

長　

古
野　

幸
司
（
横
蔵
）

　

班　
　

長　

小
寺　

正
史
（
美
束
）

　

団　
　

員　

井
上　
　

誠
（
坂
上
）

　

団　
　

員　

小
寺　

一
成
（
中
央
）

　

団　
　

員　

伊
藤　

隆
司
（
美
束
）

　

団　
　

員　

新
川　

敏
秋
（
美
束
）

　

団　
　

員　

林　
　

宏
昭
（
藤
橋
）

　

団　
　

員　

清
水　

賢
二
（
坂
内
東
部
）

　

団　
　

員　

清
水　

善
之
（
本
部
）

◇
功
労
章
（
消
防
団
）�������������������������

35
名

◇
功
労
章
（
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
）�������

19
名

◇
町
長
感
謝
状
（
１
団
体
）

　

小
島
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

◆
岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰

◇
勤
労
章
【
20
年
】

　

分
団
長　

高
橋　

藤
樹
（
小
津
）

　

副
分
団
長　

窪
田　

幸
泰
（
小
島
）

　

副
分
団
長　

高
橋　

浩
一
（
久
瀬
）

　

部　
　

長　

白
川　

智
明
（
美
束
）

◇
勤
労
章
【
15
年
】

　

分
団
長　

長
谷
川
紀
男
（
坂
下
）

　

部　
　

長　

小
寺　
　

靖
（
大
和
）

　

部　
　

長　

岡
部　

靖
弘
（
坂
下
）

　

部　
　

長　

小
寺　

和
幸
（
中
央
）

　

班　
　

長　

古
野　

幸
司
（
横
蔵
）

　

班　
　

長　

小
寺　

正
史
（
美
束
）

　

団　
　

員　

井
上　
　

誠
（
坂
上
）

　

団　
　

員　

小
寺　

真
也
（
中
央
）

　

団　
　

員　

伊
藤　

隆
司
（
美
束
）

　

団　
　

員　

新
川　

敏
秋
（
美
束
）

　

団　
　

員　

清
水　

賢
二
（
坂
内
東
部
）

　

団　
　

員　

清
水　

善
之
（
本
部
）

　

団　
　

員　

中
川　

幸
治
（
本
部
）

◇
功
績
章���������������������������������������������

25
名

◆
揖
斐
郡
消
防
協
会
長
表
彰

◇
功
労
章���������������������������������������������

26
名

◇
勤
労
章���������������������������������������������

21
名

◇
功
績
章���������������������������������������������

20
名

◇
団
長
表
彰�����������������������������������������

57
名

◆
揖
斐
川
町
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

◇
会
長
表
彰�����������������������������������������

46
名

※�

岐
阜
県
知
事
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞
、

町
長
表
彰
（
功
労
章
）、
岐
阜
県
消
防

協
会
会
長
表
彰
（
功
績
章
）
揖
斐
郡
消

防
協
会
長
表
彰
、
消
防
団
長
表
彰
、
揖

斐
川
町
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰

は
、
紙
面
の
都
合
上
、
受
章
者
の
紹
介

は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
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越
美
山
系
大
規
模
土
砂
災
害

危
機
管
理
連
絡
調
整
会
組
織
発
足

叙
勲
褒
章
祝
賀
会

～
功
績
を
称
え
て
～

高
知
県
宿
毛
市
の
小
学
生
が
揖
斐
川
へ

～
町
紹
介
で
交
流
深
め
～

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館

入
浴
者
１
３
０
万
人
達
成

　

12
月
２
日（
火
）、
越
美
山
系
砂
防
事
務

所
で
揖
斐
川
町
、
本
巣
市
、
国
土
交
通
省

越
美
山
系
砂
防
事
務
所
、
岐
阜
県
揖
斐
土

木
事
務
所
、
な
ど
７
つ
の
行
政
機
関
の
長

が
、
大
規
模
土
砂
災
害
か
ら
住
民
の
生
命

や
財
産
を
守
る
た
め
の
「
連
絡
調
整
会
」

を
設
立
し
、
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
同
メ
ン
バ
ー
で
「
危
機
管

理
検
討
会
」
を
組
織
し
、
事
務
担
当
レ
ベ

ル
で
の
検
討
会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
各
行
政
機
関
の
長
が
会
員
と
し

て
改
組
し
、
有
事
の
際
、
速
や
か
な
対
応

が
実
行
出
来
る
推
進
母
体
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。

　

近
年
、各
地
で
大
規
模
な
土
砂
災
害
が

頻
発
し
て
お
り
、こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
関

係
機
関
と
の
認
識
を
共
有
す
る
た
め
の
情

報
交
換
を
行
う
と
共
に
、
災
害
時
の
役
割

分
担
や
連
携
内
容
を
調
整
す
る
こ
と
で
関

係
機
関
と
連
携
し
た
危
機
管
理
体
制
の
充

実
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

12
月
17
日（
水
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民

館
で
平
成
26
年
に
叙
勲
・
褒
章
を
受
章
さ

れ
た
皆
さ
ん
の
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

発
起
人
を
代
表
し
て
宗
宮
町
長
は
「
皆

さ
ん
の
功
績
は
若
い
世
代
の
人
た
ち
へ
の

模
範
に
な
る
、
ご
尽
力
に
感
謝
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
中
に
叙
勲
・
褒
章
を
受
章
さ

れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
《
瑞
宝
双
光
章
》�

安あ

達だ
ち

範の
り

雄お

さ
ん

　
《
瑞
宝
双
光
章
》�

中な
か

石い
し

澄す
み

男お

さ
ん

　
《
瑞
宝
双
光
章
》�

清し

水み
ず

新し
ん

平ぺ
い

さ
ん

　
《
瑞
宝
単
光
章
》�

所と
こ
ろ　

茂し
げ

弘ひ
ろ

さ
ん

　
《
瑞
宝
単
光
章
》�

矢や

野の

正ま
さ

美み

さ
ん

　
《
旭
日
単
光
章
》�
髙た

か

橋は
し

卓た
く

二じ

さ
ん

　
《
藍
綬
褒
章
》�
森も

り

本も
と

康や
す

之ゆ
き

さ
ん

　

12
月
25
日（
木
）か
ら
28
日（
日
）の
４
日

間
、
交
流
の
あ
る
高
知
県
宿
毛
市
の
小
学

生
９
人
が
揖
斐
川
町
を
訪
れ
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
揖
斐
川
町
役
場
を
訪
れ
た

ほ
か
、
春
日
小
学
校
で
児
童
ら
と
交
流
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

春
日
小
学
校
で
は
、
お
互
い
の
町
の
紹

介
や
合
唱
、
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
な
ど
で
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
３
日
目
に
は
、
揖
斐
高
原
ス
キ
ー

場
で
ス
キ
ー
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
温
暖

な
気
候
の
高
知
県
で
は
、
積
雪
が
ほ
と
ん

ど
な
い
た
め
雪
遊
び
や
ス
キ
ー
体
験
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
児
童
も
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　

研
修
に
訪
れ
た
児
童
ら
は
、
文
化
や
自

然
の
違
い
を
宿
毛
市
の
友
達
に
伝
え
た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
28
日（
日
）、
か
す
が
モ
リ
モ
リ

村
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
の
入
浴
者
数
が

１
３
０
万
人
に
達
し
、
施
設
玄
関
前
で
記

念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成

９
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
同
施
設
は
、
春
日

地
域
特
産
の
薬
草
を
使
っ
た
お
湯
が
特
徴

で
、
健
康
志
向
が
広
が
る
昨
今
は
町
外
や

県
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

入
浴
者
１
３
０
万
人
を
祝
う
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
、
１
３
０
万
人
目
の
来
場
者
と
そ

の
前
後
の
人
に
、
家
電
製
品
や
回
数
券
な

ど
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
く
す
玉

開
扉
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
１
３
０
万
人

目
は
、
大
垣
市
の
山や
ま

本も
と

良り
ょ
う

二じ

さ
ん
で
、
山

本
さ
ん
は
「
春
日
の
湯
が
自
分
に
合
っ
て

い
る
。
お
か
げ
で
健
康
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

　

前
賞
は
、
伊い

藤と
う

将し
ょ
う

太た

さ
ん
（
大
垣
市
）、

後
賞
は
、緑み
ど
り

川か
わ�

豊ゆ
た
か

さ
ん
（
揖
斐
川
町
三
輪
）

で
し
た
。

▲町を紹介する宿毛市の児童

▲くす玉を割る山本さんや関係者

▲締結式の様子

▲受賞された皆さん


